
第２６号 ２０２１年(令和３年) １月２７日 発行入谷小学校 ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ通信

第２６号
発行元

入谷小CS推進
委員会編集部

ホームページ
へのQRコード

1
月
21
日(

木
）午
後
3
時
30
分
よ
り

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
「第
1
回
い
じ

め
未
然
防
止
対
策
委
員
会
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
議
に
は
、
南
三
陸
警
察
署
、

主
任
児
童
委
員
、
民
生
委
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役
員
、
各
学
年

委
員
長
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

例
年
2
回
の
開
催
で
し
た
が
感
染
症
拡

大
防
止
の
措
置
等
の
影
響
に
よ
り
今
年

度
は
、
1
回
の
会
議
と
な
り
ま
し
た
。
7

月
と
11
月
に
行
った
2
回
の
児
童
と
保

護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
入
谷
小

学
校
の
「い
じ
め
」に
対
す
る
取
組
や
対

応
に
つ
い
て
知
って
い
た
だ
き
、
集
ま
って
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
御
意
見
や
御
助
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
入
谷

小
学
校
に
関
す
る
情
報
等
が
交
換
で
き

ま
し
た
。
普
段
か
ら
「元
気
な
挨
拶
」を

交
わ
す
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
声
を
掛
け
合
い
関
わ
る
こ
と

は
地
域
を
明
る
く
す
る
源
に
な
る
と
感

じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
入
谷
小
学
校
の

子
供
た
ち
が
地
域
の
皆
さ
ん
に
元
気
を

届
け
ら
れ
る
よ
う
に
「い
じ
め
の
な
い
学

校
」を
目
指
し
ま
す
。

声
情報交換で話され
た話題を，以下に
紹介します。

現在，気持ちの良いあいさつができて
いるか聞きたい。

・進行

登下校の際は，入谷小のあいさつはよ
いです。

知っている子供はあいさつをするが，
知らない大人にはあいさつをしなく
なった。

家庭での様子を聞きたいのですが。

家の中では，大きな声であいさつを行
うが，家の外では恥ずかしさもあるの
か声が小さい。

子供も中学生位になるとあいさつの声
が小さくなる。

会長さんの家のお子さんは大きな声で
あいさつをしています。近くの子供た
ちもあいさつをしています

近くの子供たちに話しかけるが，最近
の傾向で知らない人には反応しない。

話合いでは，上記のような声が聞こ
えました。防犯の観点から「知らない
人には，ついていかない。」などのこ
とを子供たちに話していることが少な
からず影響しているものと思われます。
地域の中でのコミュニケーションが課
題となっているのでしょうか？

・入谷駐在所長

・人権擁護委員

・教頭

・１学年委員長

・ＰＴＡ会長

・民生委員

・主任児童委員

人権擁護員
佐々木房江様

民政委員
佐藤とし子様

主任児童委員
沼倉善子様

入谷駐在所長
鈴木弘樹様

ＰＴＡ会長
山内 巧様

１学年委員長
菅原恵理香様

３学年委員長
阿部留美子様

普
段
か
ら
の
声
掛
け
を…

1
月
21
日(

木
）午
前
９
時
30
分
よ
り

体
育
館
で
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
活
動
の
一

環
と
し
て
「救
急
講
習
会
」が
開
か
れ
ま

し
た
。
毎
年
、
５
・6
年
生
の
児
童
を
対
象

と
し
て
行
わ
れ
今
年
度
で
4
回
目
を
数

え
て
い
ま
す
。
南
三
陸
消
防
署
か
ら
須
藤

署
員
を
始
め
と
し
て
6
名
の
署
員
の
方
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
動
画
や
画
像
で
子
供

た
ち
に
も
分
か
り
や
す
く
「救
命
の
大
切

さ
」を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
署
員
の

方
か
ら
は
、
「熱
心
に
メ
モ
を
取
る
児
童
や

積
極
的
に
質
問
し
て
く
れ
た
児
童
も
い
て
、

関
心
を
も
って
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
今
後
の
防
災
活
動
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
」と
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
講
習
会
で
は
、
お
話

を
聞
く
だ
け
で
な
く
上
の
写
真
の
よ
う
に
Ｃ

Ｐ
Ｒ
キ
ッ
ト
を
使
用
し
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

実
技
を
行
い
ま
し
た
。
署
員
の
方
の
指
導
の

下
で
子
供
た
ち
は
、
救
命
す
る
こ
と
の
大
変

さ
を
肌
で
実
感
で
き
る
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

講
習
会
の
後
の
子
供
た
ち
の
感
想
で
は
、

メモを取りながら熱心にお話を聞いています。

写真右から須藤署員，及川署員，
芳賀署員，小野寺署員，阿部署員，
木皿署員の６名が来校しました。

ＡＥＤの使い方の説明をしています。 ＣＰＲキットによる心臓マッサージ

（全
国
の
）学
校
で
は
、
一
年
に
１
０
０
人

も
の
人
が
心
臓
疾
患
で
亡
く
な
って
い
る

と
聞
き
、
驚
き
ま
し
た
。
僕
た
ち
が
そ
の

時
そ
の
人
に
ど
う
対
応
で
き
る
か
に
、
人

の
「命
」が
か
か
って
い
る
な
ら
、
ど
う
に
か

助
け
た
い
で
す
。

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
方
法
を
覚
え

て
、
も
し
、
誰
か
が
倒
れ
て
い
た
ら
今
日

教
わ
った
こ
と
を
し
っか
り
と
実
践
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

ま
た
、
実
技
訓
練
で
行
った
１
分
間
の
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
大
人
で
も
す
ご
く
大
変
で
す
。

し
か
し
、
救
急
時
に
は
、
救
急
隊
が
来
る
ま
で

絶
え
間
な
く
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

救
え
る
「命
」を
何
と
か
助
け
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
高
め
ら
れ
た
講
習
会
で
し
た
。

田中定子 様

１月20日（水）3校時から4年生が，総合的な学習の時間で行っ
ている養蚕体験で「繭染め」を行いました。ゲストティーチャー（外
部講師）として，田中定子様に来校して教えていただきました。4年
生は，夏から育ててきた繭からサナギを取り出す作業を行いました。
その後，繭が染め液によって様々な色に変わるのを見て，次に行う
繭細工のアイデアを思い描いているようでした。田中様には，次の
繭細工が素敵な作品になるようアドバイスをいただきました。

い
ざ
と
い
う
時
に
勇
気
を…


